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意識の 難問を解 く逆生理光学 、 超難問を解 く輪廻転生
　　　 Solve　the　hard　problem　by　the “

reverse 　physiologicai　optics
”
，

　　　　　　　　solve 　the　harder　problem　by
“

samsara
”

　　　　 渡辺 　恒夫　 （東邦大 学）

WA
’
「ANABE ，　Tsuneo　 （Toho　University）

　　　　　　　　　　　　　　　　 は　 じ　め　に

　筆者の 専門は心理 学で あるが 、物質科学で発達 した近 代科学の 方法 だ けで は 「心」 へ 接

近す る の は不可能 と考え、心 の 科学の 哲学的前提 を批判す べ く 「心理学の 哲学」 を提唱 し
、

科学哲学者と共同研究を して い る 。
「脳 か らい か に して クオ リア 世界 、 も しくは主観的な意

識が生 じ るの か 」 とい う、 「意識 の 難 問 hard　problem　of・consciousness 」 （チ ャ ル マ
ーズ 【1D

もまた 、 哲学的前提 へ 遡 っ て の 批判が必要 とな る 問題 の典型 とい うべ きで ある 。

　石 川氏 の 講 演で も言及 され て い る よ うに 、意識 の 難 問 をめ ぐ っ て は、ペ ン ロ
ーズ ら理 論

物理 学者た ちを 中心 と して 様 々 な量 子脳理論が提唱 され て い るが 、 難 しい 問題に は難 しい

（技術的に高度だが 無理 の 多い ）理論 を構築 して 当た る とい うの が 自然科学者の 通弊 ら し

い
、 とい う感想 を筆者は か ねが ね抱 い て い る。

「通弊」 とい うの は、い くら難解高度な理論

を構築 して も、 最初か ら道をま ちが えて い て は 目的地 か ら遠ざか るばか りだ か らだ。 必 要

なこ とは い たず らに健脚 を鍛 えて遠 くをめ ざす こ とで はな く、元 々 の 分かれ 道に 引き返 す

こ とで は ない の か 。 分か れ 道に 立 っ て い た道標 は 、

一
方が 「客観性」、 他方が 「主観性 」 と

読め たの だ っ た 。 ガ リレ イ以 来 の 近代科学は 「客観性 」
へ の 道 を選 び 、 主観的 な もの す な

わち 、 公 共 的観測 に か か らない 「私」 の 意識経験、
一

人称的経験を排 除す るこ とに よ っ て

こ そ、成功裏 に科学的世 界像 を構築 し えた の だ っ た 。 それ を今頃 にな っ て 「い か に して 主

観的 な経験 を説明す るか」に頭 を悩ますの は 、完全密 閉式の家 を建 て て おい て 窒 息 しか け、

い か に して 内部で空気 を作 り出す か の 研 究に着手 す るの と等 しい
。 分かれ道 に戻 っ て 「主

観性」 へ の 道を辿 り直し て み るこ とを 、

一
人称的認識論の 構築と呼 ぽ う。

的な と生理 　　に
’ 1　 人 の

　そ もそ も、「意識」 とは常に 「誰か の 」 意識なの で ある 。
こ の 明晰判明 な事実を忘れ るや

否や 、意識 科 学は た ちま ち人称的視点 に混 乱 をきた し 、 背理 に陥 っ て しま う。 た とえば、 「赤

い 薔薇が 見 える」 とい う視覚経験 を説 明す るの に 、標 準的な認識 論 と生理 光学 で は 、「外 部

世界か ら来た波長 700nm の 光 の パ ターン が 網膜の 感覚細胞 を刺 激 して 電気 パ ル ス に 変換 さ

れ て ニ ュ
ー

ロ ン に よ っ て 大脳皮質に 伝 え られ、赤い 薔薇 とい う知覚像が成立す る」 とい う

タイ プの 説明をす る 。 こ こ で は 「大脳皮質」 まで は 三 人称的視点で 語 られ 、
「知覚像」 で 突

然、
一

人称 的視点に切 り替 わ っ て い る。そ して 「意識 の 難問 」が起 こ る 、 とい うわけ だ［3】。

　三 人称的視点で
一

貫 させ るな ら、知覚像な ど持 ち出 さずに、 「運動 皮質か ら運 動神 経へ と
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興奮が 下降 し、「赤い 薔薇 を見た」 とい う言語反応 が生 じる」 と、やれ ばよい の に 。

　　　　　　　　　　　　
一

人称的
昌

≡ ≡ は逆生理
’
学で あ

　他者の 意識 は観測で きな い が ゆえ に 、 私の 意識か ら出発 し、
一

人 称的視 点を徹底 させ よ

う。 図 1 （OHP −1） は 、 ギブ ソン の 『生態学的視覚論』に あ る 「自画像」 ［4】で あ る。 これ

を参考 に し なが ら自分 自身の 視覚世界 を観察 し よ う。 私 は水 晶体や網膜や視神 経を通 して

外 界 を見て い るの に 、 そ れ ら視覚器官は 「見 えない 」。 私は 、「健 常で あ っ てそれ ゆえ透明」

な視覚器官 を通 して外界をい わば、「照 らし出 して い る」 とい うの が、素朴 な印象、素朴実

在論的な直観だろ う。 クオ リア な き客観世界か ら光が 目に飛 び込 ん で 、 脳で なぜか クオ リ

ア が作 られ る 、 な どと持 っ て回 っ た説明 をする必 要 は ない
。 私 が 、 認 識 の 光 を放射 して 視

覚器 官 を 「透視」 し、外界 をサーチ ラ イ トの よ うに照 ら し出 して クオ リア を 「発見」する 、

とい うの が 、「私が 見る 」 とい うこ となの だ 。 ギブ ソ ン は、意味は脳 が作 り出す の で な く、

環境世界に先在す る とい う。 世界は元 々 ク オ リア に 満ち 、認識 の 光 がその
一

部 を発 見する

の で あ る 。 な るほ ど 、 私 が見 る北極星の 姿は 、
1000 年前の もの だ 。 その 意は、私 は 、 認識

の 光 を物理 学的な光に 時間逆行 して 送 り出 し、1000 年過 去 の 北極星 へ と到達 させ る とい う

こ となの だ。 中世の 認識論で は 、 目に光が入 っ て 物が見 えるの で は な く 、 目か ら光が 出て

物が見 える 、 とい う説明が主流だ っ た とい う。かか る 「逆生理 光 学」 は 、決 して 既存の 物

理 学体系 と相矛 盾す る もの で は ない 。 ただ 、
「私」 の い る場面 で、方程式の 時間の 向きを逆

転 させ れ ば よい だ けな の だ か ら．

　逆生 理光学の導入 に よ っ て 、 意識の 難問は ある意味で 解決 され る。
「あ る意味で」 とい う

の は 、 別 の 難問が姿を現す か らだ 。 それ を、
「意識の 超難問 harder　problem　of　consciousness 」

と呼 ぶ 。 意識 の 難問が 、 物質 と精神の 関係 に っ い て の 閙題 で あ るの に対 して 、 意識 の 超 難

問は、自己 と他者の 関係 に つ い ての 問題 で ある 。

　　　　　　　　　　　　　 一 一

　一
人称的認識論が 多くの 人 々 を納得 させ ない とする な らば 、 それ が独 我論的な世界 をも

た らすか らだ ろ う。
「目か ら光が出て物が見 える」 とい う説を聞い たか らとい っ て 、 他人 の

脳の 中に 「光源」 を捜 し回 る よ うなバ カ な こ とを して はい けない 。

一
人称的認識論 を無矛

盾的に貫徹す るな らば 、 意識 とは常に 「私 の 意識」で あ り、
「他者の 意識 」 とは 「円い 四角」

の よ うに 思考不能 な観念 であ り、 したが っ て 私が宇宙の 中心で あ る、と考 える こ とに なる

の だ 。 事実、図 1 で ギブ ソ ン の 描い た視覚的宇宙の座標原点は 「私」 で あ っ た 。
こ の よ う

な独我論的世 界観に は、感情的に 反発 す る とこ ろが あろ う。
こ の 感情的反 発 の 、心 理一

論

理 的 な源 を探 っ て み よ う。

　そ もそ も、
「私」 とは誰の こ とか ？渡辺 恒夫の こ とだ 。 渡辺 恒夫は、今朝、満員電車に揺

られ て きた 。 大勢の 人 々 の 中 の 目立 た ない 一人 と し て
。 駅 ビ ル を通 り抜け る 際 、 大 きな鏡

に 、 群集にま じっ て ホ
ー

ム レ ス 風 の 男 の 姿が 映 っ た 。 そ の 瞬間、渡辺 恒夫 （＝ 私）は 、
心

の 中で 叫ん で い た ・… なぜ だ ！？い か なる理 由が あ っ て この み ずぼら しい
一

人 の 地球人 に
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宇宙の 座標原 点 が位置 して い る の だ ！？こん な世界 は い び つ だ 。
エ レ ガ ン トで な い 1

　か くして 、 意識の 超難 問が 出現する。

　　　　　　　　　　　　　　1LSILQ − ll− 1Lt！1
　意識の 超難 問 とは 、

「地球上 の 何十億 とい う人 間 た ちの 中で 、 なぜ他 の人 間で なくこ の 人

間が た またまく 私〉 なの か ？」 とい う問い で あ る 。 こ の 問い は 、イ ギ リス の 哲学 者ネーゲル

【5］によ っ て 定式化 され 、
ロ バ ー ツや筆者［6】に よ っ て 意識 科学国際会議 で提起 され た。

　こ の 問い は、
一

見、独 我 論 な しで も成立 する よ うに 思え る。 けれ ども独 我論ぬ きの 超 難

問は、 「私 とい う魂が他 の 人 間で なくこ の 人 間 に入 っ たの はなぜ か ？」 とい っ た 、二 元論を

前提 とした 問い と間違われやす い
。 超難問にお け る く私 〉 とは、「諸 々 の 私た ちの 中 の

一
つ の

私」 で はな く、宇 宙 に類例の ない 、唯
一

絶対の く私〉なの で ある 。
つ ま り、 宇宙の 座標原 点

として の 私なの で ある 。 それ ゆえ独我論的世界像の 中に置か れ て こ そ 、 超難問の 意味は鮮

明 となる 。
「地球上 の何十億とい う人間たちの 中で 、 なぜ他 の 人 間で なくこ の 人 間が たま た

ま く宇宙の 座標原点〉なの か ？」 【7】

　　　　　　　　　　　　 エ レガンス の　理か ら　　 生へ

　宇宙 の座標原点が 、今、こ の シ ン ポ ジ ウム で 訳の 分か らない 事 をし ゃ べ っ て い る ホ ー ム

レ ス 風 50 代♂ （＝ 渡辺 恒夫）に位置 して い る とい う世界像が受 け入れ が たい とすれ ば、も

っ とエ レ ガ ン トな世界像 を捜し求め なけれ ばな らない
。

  化身教義

　第 1案は 、
〈 私〉 （以 下宇宙の 座 標原点 の 意味で 用い る）が渡辺恒夫で あるの は、隠れ た

理 由に よ っ て 必 然で あ る 、 と考 える こ とで ある 。 た とえば私 は本当は宇宙の 唯
一

神で あっ

て 、 何か思い 出せ ない 理 由が あ っ て渡辺 恒夫 とい う平凡な地球人 として生まれ たの か も し

れ ない 。 これは、キ リス ト教、特に ヨ ハ ネ福音書 にみ られ る化身教義 とよ く似てい る 。

ealktwlilSb
　2 案 は 、〈私 〉 が渡辺 恒夫で あ るの は 全 くの 偶然 で あ る 、と想定す るこ とだ 。 する と 、 偶

然 とは何度も起 こ るもの だ か ら、〈 私〉 が誰か任意の 地球人 （も し くは宇宙の どこ か の知的

生命体）で ある とい う事態 は、こ れ まで も何度か 起 こ っ た し 、 こ れ か らも何度 か起 こ る確

率が 高い
、 とい うこ とに な る。 これ は 、

一
種の 輪廻 転生観だ 。 た だ し 、 独 我論的な く私〉だ

けが転生 輪廻す る の だか ら、独我転生輪廻 とで も呼 べ る 。 また 、 こ の 輪廻 転生観 は 、記 憶

の 継 承 そ の他の い か な る経験的証拠 もな しに 、成 り立 っ の で な けれ ば な らな い 。

3U 那転生　廻

　  案 を前提 と して も、 「〈私〉が誰か 任意の 人 間で あ る とい う事態」 の 時間的最小 単位は 、

果 た して 人 の 生物 学 的
一

生 と
一

致す る だ ろ うか 。 私は渡辺恒夫として熟睡 して い る 間 、 誰

か他の 知的生命体 に 「転生 」 して い るの か もしれない
。 あるい は私 は、熟睡 か ら覚めるた

び に 、 他 の 知 的生命 体へ と転生 を繰 り返 して きた の か も しれ ない （＝ 毎 日転生観）。 こ うし

て み る と、生 物 学 的
一

生 だの
一

日だの とい っ た偶 然 的で 曖昧な単位 よ りも、何 か 時 間 に基
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本的で 本質的な単位 （時間原子）が あ っ て 、 時間原子 ご とに私は 転生輪廻す る、 とした方

が 、 よ りエ レ ガ ン トに感 じられ る 。 こ の 時間原子 を 、 仏教哲学に 習 っ て 刹那 （ksana） とよ

び、刹 那 ご との 転生 輪廻 を刹 那転生 輪廻説 、も しくは 簡 単 に刹那転生観 とよぶ こ とにす る 。

図 2 （OHP −2） は 、 その よ うな世界像 を図解 した もの で ある 。 大乗仏教 で は 、 世界そ の も

の が刹那 に して滅 して は生 じる とい う、「刹那滅］の 説 を取 る［8］。
こ の 、刹那生滅す る仏教

的宇宙像にお い て み る と、刹那転生観は極 めて 収 ま りが よい
。 私 （白抜 きの 小円）は

一
刹

那 ご とに 転生す る こ とに よ っ て 、 1 秒間に 世界の 全 て の 人間 （小円で 表示） とな る 。

　刹那転生 観で は 、 独我転生観 で やや 回復 しか けた世界 の エ レ ガ ン ス 性 が
、 ほ ぼ完全に回

復す る 。 全て の他人は 、 数刹那過去か未来の く私〉 なの だ 。 私 が渡辺 恒夫として の連続 した

記 憶 を持 っ て い る か の よ うに感 じて い る 、 と い う事 実 も 、 不 連 続的 な映 画 の 動 きが連続 し

て 感 じられ る とい う、ス トロ ボ ス コ ープ の原理で 説 明で きるか も しれ ない ［9】。

　　　　　　　　　　　　　　　　 jli− ti− ！L11
　刹那転生輪廻 は、最 もエ レ ガ ン トな解 とはい えない 。 よ りエ レ ガ ン トな解 と して の 様 々

な転生輪廻説が展開 し うる。 た とえば 、 時 間非実在説 に立 ち 、 転生 の 時間的順序が全 くラ

ン ダム だ と想定 して 結果的に 同時代の あ らゆる他人 に転生 し うる とした、遍在転生観 （図

3 、
OHP −3）、 刹那転生 と遍在転生を組み 合わせ た刹那 ・遍在 ・転生観、 さらには 、 任意の 他

者 へ の 転生の 確率は 100％未満 である とした 、
「穴だ らけ遍在転生観」 （図 4 、

OHP ・4）。 な

お 、これ らに つ い て は 、 他の 所に詳 し く書い たの で ［10］、
こ こ で は省 略 す る 。

　今まで の 議論が 、 超心理 学に どの よ うな関係が あるの だろ うと、疑 問に 思 うか もしれな

い
。 けれ ども、出発点や 考え方それ 自体が 間違 っ て い て は 、 どん なハ イ テ クで 装備 して 巧

妙な実験を積 み重ね て も、 どん な難解精密な理論を もっ て きて も、 徒労に終るだ ろ う。 筆

者 は 、正 しい 考 え方 の 道筋を示 し、論 理的 に可能な世界 像を呈 示 した ま で の こ とで あ る 。

超心 理学 の 営みが それ に よ っ て 影響 を受け る の か受 けない の か は 、 今の とこ ろ分か らない
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 zz
［1］Chalmcrs ，

　D ．：Facing　up 　to　the　problem　of 　consciousncss ．　 ln　S．R．　Hameroff，　AW 　Kaszniak，＆

　 A ．C．　 Scott（Eds，），　 Toward　a　Science　of 　Consciousness’ The　First　 Tucson　Discussions　 and

　 Debates （Pp，5−28）．　 MIT 　Press，1994．

［2］脳 イ メ
ージ ン グで 自分の 脳 皮質活 動 を 「観測」 した と想定 し て も、自分の 脳 と知 覚像の

　 因果関係を観測に よ っ て確か め たこ とは な らない
。 拙稿 「認知科学の 理 論的諸問題（D ：

　 心脳問題の
一

人称的思考実験」 （東 邦大 学教養 紀要 、31 ： 11 −20
，
1999 ）で の 議論 を参照 の こ

　 と。

［3】詳 しい 議論は、『オカル ト流行の 深層社会心理 ：科学文明 の 中の 生 と死』（渡辺 恒夫、中

　 村雅彦 共 著 、 ナ カ ニ シ ヤ出版，1998）の p192 −212 を参照の こ と。

【41 ギブ ソ ン 『生態 学的視覚論』 （古崎敬他訳 、サ イ エ ン ス 社 、 1985）、pl22．

［5】　 Nage1，　Th．： The　Objective　Self
’
，　In　C ．Ginct，　S，Shoe 皿 aker （Eds），　Mind 　and 　Knowledge，
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　 Oxford，　U ．P．，1983 ；　Nagel
，
　Th ．：The 照θw ／70m　IVowhere．　Oxford　U ．　P．，

1986．

［6】Roberts
，
　T．S．： Beyond 　the　hard　problem．　Consciousness　Research　Abstracts：Toward 　a　science

　 of 　consciousness −−Tucson　 3「d
，　 p69，1998； Watanabe，　T．： Psychological　 and 　 philosephical

　 considerations 　of　the　harder　problem　of　consciousness ．　posterpresentation　at　
” Teward　a 　Science

　 ofConsciousness
− ’Fundamental　ApProaches’ Tolyo「99 「

：　　1999・

【71 なお 、意識 の超難 問が真 に有意味な問題で ある か否か に は 、 異論 も多い
。 異論の 例 と し

　 て 、 「意識 の 超 難 問」 の 論 理分析 」 （三 浦俊彦 、科学哲 学 35（2）：69−81，2002）をあげて お

　 く。 また、三 浦氏 と筆者の 、超難問の 有意味性お よび輪廻 転生 をめ ぐる論争の 全 て が 、

　 次の サ イ トに 掲載 され て い る 。
→ http：〃homepagel．nifty ．com ／t−watanabe ／correspondence ．htm

［8】谷 貞志 『無常の 哲学 ：ダル マ キ
ー

ル テ ィ と刹那滅』春秋社 ，
1999．

［9】刹那転生観 とス トロ ボス コ ープの 原理の ア イデア は 、 論理学者 R ．ス マ リヤ ン の 『哲学

　 フ ァ ン タジー』（高橋昌
一

郎訳 、丸 善，1995）に も語 られ てい る。

【10］拙著の 、『輪廻 転生 を考え る』 （講談社現代新書、1996） と 『〈私 〉の 死の 謎 ：世界観 の

　 心理学で 独我 を超 える』（ナ カ ニ シ ヤ 出版、2002） を参照の こ と。
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